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まもなく新しい学年のスタートです。
　学生時代読んだ井上靖の小説の中に、「少年老い易く学成り難し、一寸の光陰軽んずべからず」という言葉が出てきます。
これは中国の詩人、朱熹の七言絶句の初めの二行だと言われています。ただ、朱熹の漢詩だという説にも異論があるようで定かではありません。
朱熹の言葉としてもう一つ、「謂う（いう）なかれ、今日学ばずして来日ありと。謂うなかれ、今年学ばずして来年ありと」というものがあります。
いずれも、勧学、すなわち、学問の大切さ、特に若い時の学問の大切さ、日々、学問をおろそかにしない取り組みを勧める言葉だと解釈できます。

ところで、英語にも似たような言葉（格言）があります。

Never put off till tomorrow what you can do today.
「今日できることを決して明日までのばしてはいけない」です。

英語には、このほかいくつか、興味深い言葉があります。
Slow and steady wins the race.
Where there is a will, there is a way. 
Practice makes perfect.
Rome was not built in a day.

いずれもよく知られている言葉です。意味を書くスペースがありませんので省きます。よかったら自分で調べてみてください。覚えるのもいいですね。
　
　3月号に努力は裏切らないという言葉を書きましたが、中学2年生が、英検2級に合格を果たしました。準2級に続き一度めの受験での合格です。
高校生でも一度の受験で2級に合格できるのはまれで素晴らしいことです。
試験に向けての努力する姿勢が強く印象に残っております。特に印象に残ったのは英作文の添削をした時で、中2生とは思えない素晴らしい内容でこれならいけると確信しました。その後、漢検2級にも合格との報告が入りました。
　自分も頑張ろうと次に続いてくれる人がどんどん出てくれることを望みます。
